











































当する故障原因 が 含 ま れ て い な い 静 倉には解がないこと
になり､弦当す る も の 以 外 の 振 動 原 因 を い か に 除 去 す る か
が董要とな る O



























と に す る ｡
一 つ の 発 生 源から発生した振動は､回転機器中を伝搬
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する時､伝搬する経路の周波数特性が同一であるとみなし
得る場合には､2箇所の測定点におけるスペクトルの占有
率は等しくなる｡一方異なる部位に2個の発生源がある場
合には､2箇所における各スペクトルの占有率は､距離の
近い発生源の影響を強く受けるため異なる｡従って単一の
故陳原因の場合には､任意の箇所の各スペクトルの占有率
は同一であるとみなu尋う｡本方法ではこの性質を応用し､
2箇所の各スペクト/レの占有率に基づいて判断を行なうO
まず､2箇所の各スペクトルが合致しているかどうかを判
断するO合致している場合には､故隆原田が単一かまたは
複数であって同一の部位で発生している場合が含まれ､推
論が行なわれる｡この時､単-の故障原因であるなら正し
い推論が行なわれ､複数の故障原因である賂合は単一の
故障原因と占有率が等しい時誤った故障原因が推論され
てしまう｡しかし､単一の故陳原因の占有率と異なる落合に
は｢unlmown｣が出力されるため誤診となることはないo
合致していない落合は､異なる二つの故障原因が異なる
部位で発生している場合に対応する｡この場合は単一の故
隆原因が含まれないため､推論結果は明らかに誤りになる｡
このため｢u止nown｣を出力する｡
故障原因数決定アルゴリズムを図2に示すO
図2.故障原因数決定アルゴリズム
4.システム構成
提案するシステムの構成を図3に示す｡
ユーザーは入力部から各部位のスペクトルデータと対象
回転機器名を入力する｡故障原因数決定部は､これらのデ
ータに基づいて回転機器データベースを参照し故障原因
が単-か複数かを決定する｡故障原因が単一と決定された
場合には､入力されたデータを推論部に送る｡故障原因が
複数と決定された場合には､単に｢unkJWVmJを出力して
終了するO推論部では受けとったデータをもとに回転機器
データベースと故陳環因.,レー ルベースを参照して､故β
因を推論する｡集合が得られた場合には､それらを出力
空集合である場合には｢ul止nown｣を出力して終了す
故障原因敷
決定部
｢unknownJを出力
回転機器
データベース
故障原因
ルールベース
解の集合を出力
図3.システム構成
5.まとめ
振動法による熟練した設備診断士の如拙を如拙ベース
して用い､故障原因が単一か複垂加､を判断することによ
て誤診を少なくすることが可能なエキスパートシステムを
奏した｡このシステムでは､振動兆候を基とした判断によ
高い精度で故障原因が単一か複数かを判断することでき
ため､誤診の少ない推論が可能である｡
今後の課題として､まず複数の振動原因を対･象とした･
ステムに拡張した後､システムを完成すると共に､
を行なうことがあげられるO
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